令和２年度人権教育実践概要【高等学校用】
　　　　　　　　　　　　　　

学校名（　 　　　　　　　　　　　）高等学校［全・定（昼・夜）・通］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　   　　　　　　）分校

生徒数　（　 　　　　　　　　　）名

１．人権教育目標

	


２．各教科等で扱った個別的な人権課題に○印をつけてください。

　※特に重点的に取り組んだ人権課題があれば●印をつけて、また、授業研究（研究授業、事後の振り返りを含む公開授業）を行った人権課題があれば◎印をつけて、それぞれ単元（題材）名等を記入してください。

　　個別的な人権課題　＜高知県人権施策基本方針－第２次改定版―平成31年３月に示された11の人権課題＞
「同和問題」「女性」「子ども」「高齢者」「障害者」「HIV感染者等」「外国人」「犯罪被害者等」

　　　「インターネットによる人権侵害」「災害と人権」「性的指向・性自認」
	人権課題
学年
	同和問題
	女性
	子ども
	高齢者
	障害者
	ＨＩＶ
感染者等
	外国人

	一学年
	
	
	
	
	
	
	

	二学年
	
	
	
	
	
	
	

	三学年
	
	
	
	
	
	
	

	四学年
	
	
	
	
	
	
	


	人権課題
学年
	犯罪被害者等
	インターネットに
よる人権侵害
	災害と人権
	性的指向・性自認
	その他

	一学年
	
	
	
	
	

	二学年
	
	
	
	
	

	三学年
	
	
	
	
	

	四学年
	
	
	
	
	


３．教職員・PTA・生徒の人権教育研修
	研修種別
	研　修　内　容
	実施月日
	　備　考

	（１）校内研修
	
	
	

	（２）校外研修
	
	
	


４．人権教育推進委員会等の開催状況

	委員会等名称
	　内　容
	実施月日
	備考（参加者等）

	
	
	
	


５．成果と課題（人権教育推進アクションシートに基づいた総括）

	


令和２年度人権教育実践概要【高等学校用　記入例】
　　　　　　　　　　　　　

　学校名（　 　　　　　　　　　　　）高等学校［全・定（昼・夜）・通］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）分校

生徒数　（　　　　　　　　　　　）名

１．人権教育目標

	


２．各教科等で扱った個別的な人権課題に○印をつけてください。

　※特に重点的に取り組んだ人権課題があれば●印をつけて、また、授業研究（研究授業、事後の振り返りを含む公開授業）を行った人権課題があれば◎印をつけて、それぞれ単元（題材）名等を記入してください。

個別的な人権課題　＜高知県人権施策基本方針－第２次改定版―平成31年３月に示された11の人権課題＞
「同和問題」「女性」「子ども」「高齢者」「障害者」「HIV感染者等」「外国人」「犯罪被害者等」

　　　「インターネットによる人権侵害」「災害と人権」「性的指向・性自認」
	人権課題
学年
	同和問題
	女性
	子ども
	高齢者
	障害者
	ＨＩＶ
感染者等
	外国人

	一学年
	
	○
	●子どもの権利条約

【現代社会】
	
	
	
	●在日外国人と人権【総合】

国際理解

【特活・英語】

	二学年
	●結婚差別について学び、生き方について考える　　　　　【LH活動】
	
	●親の役割と子育てを支える社会的支援【家庭】
	
	
	◎HIV感染者と人権　　　【保健】
	

	三学年
	
	
	
	●高齢者施設との交流からユニバーサルな街づくりを考える【総合】
	●車いす体験から学ぶ

【特活】
	
	○

	四学年
	
	
	
	●高齢者施設と交流　

【総合】
	
	
	


	人権課題
学年
	犯罪被害者等
	インターネットに
よる人権侵害
	災害と人権
	性的指向・性自認
	その他

	一学年
	
	◎情報社会のこれから　

【現代社会】
	
	○
	

	二学年
	
	
	●東日本大震災について　　　【地理】
	
	○

	三学年
	●ともに生きる社会をめざして犯罪被害者等基本法　　　　　【政治・経済】
	
	
	
	

	四学年
	
	
	
	
	


３．教職員・PTA・生徒の人権教育研修

	研修種別
	研　修　内　容
	実施月日
	　備　考

	（１）校内研修
	①「人権教育をはぐくむプロセス」

②「高知県子ども条例を学ぶ」
③ケータイ・ネットと人権
	○月○日

（教職員・生徒）

○月○日
（教職員・生徒）
○月○日
（教職員・PTA・生徒）
	講師：○○○○

講師：○○○○
講師：○○○○

(参加者○名)

	（２）校外研修
	①「人権教育セミナーⅠ期　同和問題」

(高知県教育センター主催)

②「人権教育セミナーⅡ期　障害者」

(高知県教育センター主催)

③「人権教育実践スキルアップ講座」

「現代経済のしくみと特質」

＜情報化社会の進展と課題＞

人権課題「インターネットによる人権侵害」についての学習

　　　　　　　(高知県教育センター主催)
	○月○日

（教職員）

○月○日

（教職員）

○月○日

（教職員）

	講師：○○○○

(参加者○名)

講師：○○○○　　　　

(参加者○名)

高知県立○○高等学校

(参加者○名)


４．人権教育推進委員会等の開催状況　

	委員会等名称
	　内　容
	実施月日
	備考（参加者等）

	第１回人権教育推進委員会

第２回人権教育推進委員会

第３回人権教育推進委員会

第４回人権教育推進委員会


	①令和２年度全体計画・年間指導計画について

②教職員研修の日程及び内容について

③新入生アンケートの実施について

①１学期の振り返りと２学期以降の取組について

②各教科における人権学習の実践について

①２学期の振り返りと３学期以降の取組について

①教科・校務分掌・学年の振り返りと次年度の計画について
	４月○日

７月○日

12月○日

３月○日


	推進委員会全メンバー

推進委員会全メンバー

推進委員会全メンバー

推進委員会全メンバー




５．成果と課題（人権教育推進アクションシートに基づいた総括）

	次のような視点で取組に対しての成果と課題を記述してください。

○人権教育主任として取り組んだことの成果と課題

○取組から児童生徒が変容したこと（成果・課題）

○取組から教職員が変容したこと（成果・課題）

○取組から学校として今後取り組んでいかなければならないことなど等

年度当初に人権教育主任として、人権教育推進部会において各教科の授業が人権教育の視点をもった実践となるよう確認した。これまで、人権教育の推進は校務分掌化された部署で推進していくという認識が高く、全教職員のものになっていない現状があった。普遍的な視点からのアプローチ（人権感覚、人権の大切さ等）については、学校教育活動すべてにおいて実践していくこと、また個別の人権課題を扱う学習においては、教科の年間計画を確認して、人権課題にスポットを当てた授業を実践する、または単元や題材のなかで関連付けた取組となるように人権教育部会で検討し、全体へ提案した。

これらのことから、全教職員で方向性をそろえた実践ができ、生徒たちの言動に少しずつではあるが、変容が見えてきた。教員の言動や生徒同士の言動に、互いの立場や権利等に尊重し合う態度が見えられるようになってきた。また、社会科の教員のなかには、授業で学んだことを生かして、人権課題についてレポートにまとめさせるなどの学習を仕組み、まとめたものをプレゼンテーションで互いに発表するなどした学習も見られた。

そして、その他には、組織を意識した取組が少しずつではあるができてきたことも成果としては大きい。これまで人権ＬＨ等では、学級担任が自分で内容を検討し、個々が実践していたが、学年部会で内容を検討し、模擬授業後、再度検討課題を部会で検証し、全学級が足並みをそろえてＬＨ活動を行なうことができた。

本年度の課題としてはＳＮＳ等、インターネットにおける人権侵害に発展しかねない事案がいくつかあり、生徒指導部と対応したことが挙げられる。匿名性が高く、現象面として非常に見えにくい事案もあった。実生活とネット上でのことを、つなげて考えにくいといったこともあり、ネット上で生徒同士が誹謗中傷といったことが少なくない。

これらのことから、次年度は年度当初に「ＳＮＳの利便性と危険性」等の学習会をまず教職員が開き、生徒たちが興味をもっていることや日常おこなっていることをしっかり知ることから始めていきたい。

そして、ＳＮＳの利便性に潜む危険性を実際あった事例をもとに生徒たちとともに学んでいきたい。

　本年度初めて、人権教育主任として一年間取り組んできたが、自分自身が様々な実態を知ることから、自己変革したように思う。今後も、微力ながら尽力していきたい。


